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摘要は 300字以内，1段落（改行しない）○○○○○○○○○○17 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○18 
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図-1 和文表題，MS 明朝，8.5 ポイント，左詰め（「図-1」は12 

太字。スペースを入れたあとに表題を記入する。複数行13 
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○本文中には挿入しない○○○○○○○○○○○。 19 
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写真-1 和文表題：MS 明朝体，8.5 ポイント，左詰め（「写真60 
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表-1 和文表題：MS 明朝，8.5 ポイント，左詰め（「表-1」は86 

太字。スペースを入れたあとに表題を記入する。複数行87 

にわたる場合は，インデントして折り返す。） 88 

個体番号 樹高成長量(cm) 直径成長量(mm) 

A 17.9 2.3 

B 22.5 3.5 

C 31.0 3.6 
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